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件を種々検討した結果、t-BuO 基を有する共役ジイン 7 と窒素上に Boc 基を導入し
たピロール 8 を金触媒と反応させると、位置選択的にピロロ[2,3-c]カルバゾール 9
が生成することを見出した（Scheme 1）。得られた 9 に対して、C1 位へのアリール
基の導入、N-アルキル化と C5 位へのメトキシ基の導入を行うことで既知中間体 10
を得た。さらに C2位にアシル基の導入することで既知中間体 11へと導いた。両中
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dictyodendrin B (2):
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